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第
四
章

札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
の
拡
大

（
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
第
Ⅱ
期
）

一
九
一
八
〜
一
九
五
九
年

北
海
道
帝
国
大
学
時
代
の
建
築
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
、
工
学
部
本
館
、
理
学
部
本
館
、
農
学
部
本
館
と
い
っ
た
主
要
施
設
が
単
体

で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
様
相
を
一
変
さ
せ
た
医
学
部
お
よ
び
附
属
医
院
の
諸
施
設
や
、
こ
の
時
期
の
営
繕

活
動
を
担
っ
た
建
築
技
術
者
（
設
計
者
お
よ
び
施
工
者
）
に
つ
い
て
、
語
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
事
務
局
施
設
部
に
は
、
一
五
〇

〇
葉
を
超
え
る
北
海
道
帝
国
大
学
時
代
の
建
築
設
計
図
面
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
図
面
の
表
題
欄
の
捺
印
か
ら
、
設
計
者
を
は

じ
め
と
す
る
設
計
組
織
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
事
務
局
総
務
部
人
事
課
所
蔵
の
履
歴
簿
の
記
載
内
容
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り

設
計
体
制
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
一
八
年
四
月
（
大
正
七
年
度
）
か
ら
四
一
年
三
月
（
昭
和
一
五
年
度
）
ま
で
の
学
部
別

建
築
工
事
価
格
、
延
床
面
積
、
お
よ
び
主
な
竣
工
建
築
の
構
造
・
階
数
お
よ
び
設
計
・
施
工
者
、
営
繕
組
織
の
変
遷
な
ら
び
に
主
な
建

築
技
術
者
を
図
４－

３
に
ま
と
め
た
。

本
章
で
は
、
こ
の
時
期
の
ほ
ぼ
全
期
間
に
渡
っ
て
建
築
工
事
が
行
な
わ
れ
た
医
学
部
お
よ
び
附
属
医
院
を
基
軸
に
、
主
に
フ
ァ
サ
ー

ド
デ
ザ
イ
ン
お
よ
び
構
造
形
式
に
着
目
し
な
が
ら
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
彩
る
諸
施
設
の
変
遷
を
営
繕
技
術
者
と
の
関
連
と
と
も
に
見
て
い

く
こ
と
に
し
た
い
。

第
一
節

ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル
か
ら
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
へ
―
―
木
造
の
時
代
―
―

北
海
道
帝
国
大
学
は
一
九
一
八
年
四
月
に
医
学
部
（
設
立
当
初
は
医
科
大
学
）
を
新
設
し
発
足
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
前
年
の
一
七
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年
九
月
に
は
浦
五
十
吉
（
一
五
年
東
京
帝
国
大
学
建
築
学
科
卒
業
）
が
文
部
省
よ
り
「
札
幌
医
科
大
学
新
設
工
事
の
設
計
」
の
嘱
託
を

受
け
、
さ
ら
に
同
年
十
月
に
は
文
部
技
師
栗
山
俊
一
が
農
科
大
学
建
築
事
務
所
長
と
し
て
札
幌
に
赴
任
し
、
医
学
部
校
舎
の
建
設
工
事

を
開
始
し
て
い
た
。
同
年
九
〜
十
一
月
に
基
礎
工
事
が
行
な
わ
れ
た
が
、
こ
の
間
の
十
月
二
十
四
日
、
東
京
の
文
部
省
に
お
い
て
第
一

回
医
科
大
学
創
立
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
メ
ン
バ
ー
に
は
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
教
授
八
名
の
ほ
か
、
農
科
大
学
学
長
佐
藤
昌
介
、

文
部
省
の
建
築
課
長
柴
垣
鼎
太
郎
な
ど
が
参
画
し
て
い
た
。
こ
の
会
議
に
お
い
て
、
予
算
に
余
裕
が
な
い
た
め
各
施
設
は
東
京
帝
国
大

学
の
そ
れ
に
準
拠
し
木
造
と
す
る
が
、
床
下
に
耐
寒
煉
瓦
を
敷
き
、
各
教
室
は
廻
廊
式
と
す
る
こ
と
な
ど
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
時
の

配
置
計
画
を
「
北
海
道
帝
国
大
学
平
面
図
」（
附
属
図
書
館
蔵
、p.a.060

）
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
の
北
一
三
条
通
り
に
該
当

す
る
道
路
を
境
と
し
て
南
に
基
礎
科
、
北
に
附
属
医
院
が
位
置
し
、
基
礎
科
で
は
小
ロ
ー
タ
リ
ー
を
持
つ
前
庭
を
教
室
棟
が
Ｕ
字
形
に

取
り
囲
み
、
そ
の
背
後
に
実
習
室
お
よ
び
実
験
室
棟
が
配
置
さ
れ
、
北
一
三
条
通
り
中
央
に
は
大
ロ
ー
タ
リ
ー
が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
を

中
心
に
附
属
医
院
本
館
が
基
礎
科
棟
と
対
峙
し
、
背
後
に
各
病
棟
が
平
行
配
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

基
礎
科
の
各
校
舎
は
、
小
ロ
ー
タ
リ
ー
こ
そ
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
ほ
ぼ
こ
の
計
画
案
の
通
り
に
実
現
し
た
（p.a.064

）。
廻
廊

式
と
し
た
配
置
計
画
は
理
に
か
な
っ
て
お
り
、
細
菌
学
の
中
村
豊
教
授
は
「
こ
の
大
学
は
各
教
室
が
非
常
に
よ
く
連
絡
し
て
ゐ
る
」
と

感
想
を
述
べ
て
い
る
。
各
教
室
の
外
壁
は
、
い
ず
れ
も
赤
ペ
ン
キ
塗
り
の
下
見
板
張
で
、
腰
か
ら
下
を
目
打
ち
板
付
き
の
竪
羽
目
板
張
、

軒
下
お
よ
び
妻
面
を
白
漆
喰
塗
り
と
し
て
い
る
。
妻
面
破
風
上
部
は
垂
れ
壁
と
し
、
持
ち
送
り
や
バ
テ
ン
（batten：

桟
）
を
つ
け
、

壁
面
の
木
骨
構
造
を
強
調
す
る
デ
ザ
イ
ン
と
共
に
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル
を
装
飾
の
基
調
と
し
て
い
る
（p.a.065,067

）。
な
お
、
学

生
の
入
学
に
先
駆
け
て
前
年
に
建
築
さ
れ
た
寄
宿
舎
（p.a.070

）
や
予
科
は
、
増
築
と
い
う
こ
と
も
あ
り
農
科
大
学
時
代
の
デ
ザ
イ
ン

を
踏
襲
し
て
い
る
。

文
部
省
の
計
画
案
通
り
に
実
施
さ
れ
た
基
礎
科
に
対
し
、
附
属
医
院
は
、
建
設
に
あ
た
り
、
内
科
学
の
有
馬
英
二
を
は
じ
め
と
す
る

臨
床
系
の
教
授
達
か
ら
不
満
の
声
が
沸
き
あ
が
る
（『
フ
ラ
テ
』
一
九
三
一
年
十
一
月
「
開
学
十
週
年
記
念
特
輯
号
」）。「
昔
私
等
が
勤

276276276276276276276通史 第四編 キャンパスの変遷 276



務
し
て
い
た
明
治
四
十
一
年
こ
ろ
の
東
大
病
院
と
同
型
の
も
の
で
」（
有
馬
英
二
『
わ
が
七
十
七
年
之
歩
み
』）、「
病
棟
が
平
家
で
、
各

課
病
棟
あ
た
り
二
十
五
名
ほ
ど
し
か
入
院
患
者
を
収
容
で
き
な
い
、
学
生
の
臨
床
講
義
に
も
支
障
」（『
医
海
時
報
』
一
九
一
九
年
四
月

十
二
日
）
を
き
た
す
と
い
う
。「
初
め
て
之
を
見
た
時
の
私
の
驚
き
は
ど
ん
な
で
し
た
ら
う
。
…
…
之
は
全
然
設
計
変
更
し
て
最
新
式

の
大
病
室
を
経
て
今
後
数
十
年
吾
が
北
海
の
天
地
が
大
い
に
開
け
人
口
が
数
百
万
増
加
す
る
と
も
障
碍
の
な
い
よ
う
な
永
久
的
の
も
の

を
造
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
決
心
」
し
た
と
回
想
し
て
い
る
。
そ
こ
で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
て
の
高
層
建
築
を
推
奨
し
た
が
、

予
算
不
足
に
よ
り
不
採
用
、
配
置
計
画
に
つ
い
て
も
馬
蹄
形
平
面
を
提
案
し
た
が
、
ま
と
ま
り
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
廃
案
と
な
っ
た
。

最
終
的
な
実
施
案
は
各
病
棟
の
平
行
配
置
の
名
残
は
あ
る
も
の
の
、
医
院
本
館
は
外
来
患
者
の
ア
ク
セ
ス
を
考
慮
し
て
、
基
礎
科
で
は

な
く
西
五
丁
目
に
正
面
を
向
け
、
代
わ
り
に
手
術
室
が
基
礎
科
の
前
庭
を
囲
む
よ
う
に
建
て
ら
れ
た
。
こ
の
配
置
計
画
は
有
馬
の
提
案

に
よ
る
と
い
わ
れ
、
ド
イ
ツ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
大
学
病
院
を
参
考
に
し
た
と
い
う
。
ハ
ン
ブ
ル
ク
医
科
大
学
病
院
は
一
九
一
六
年
の
建

築
で
あ
る
の
で
、
当
時
最
新
の
病
院
建
築
を
模
範
と
し
た
こ
と
に
な
る
。
他
に
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
バ
ル
ン
ベ
ッ
ク
病
院
、
ベ
ル
リ
ン
の

ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
を
模
し
た
と
も
言
わ
れ
る
。
特
に
後
者
は
病
棟
の
平
面
計
画
お
よ
び
フ
ァ
サ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン

が
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
有
馬
が
偶
々
購
入
し
た
本
に
病
院
の
詳
細
な
図
面
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
各
科
病
棟
配
置
を
営
繕
課
長
に

薦
め
た
と
い
う
逸
話
も
残
っ
て
い
る
。「
病
院
の
模
範
を
全
日
本
に
示
し
て
や
ら
う
」
と
、
有
馬
は
外
科
学
教
授
秦
勉
造
と
相
談
の
上
、

病
棟
を
全
て
共
通
の
二
五
〇
坪
二
階
建
て
と
し
、
各
科
教
授
が
そ
れ
ぞ
れ
の
病
棟
の
基
本
設
計
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
。「
北
大
の
医

院
の
全
形
は
実
際
よ
く
整
う
に
心
持
ち
の
良
い
こ
と
に
於
い
て
全
日
本
に
類
の
な
い
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
全
く
誇
る
に
足
る
も
の
で

あ
り
ま
す
」（『
北
大
医
学
部
五
十
年
史
』）
と
語
ら
れ
て
い
る
。

医
学
部
を
二
つ
に
分
断
す
る
北
一
三
条
通
り
は
、
病
理
学
の
今
裕
教
授
が
、
農
学
部
の
前
川
�
次
郎
助
教
授
と
石
田
助
手
に
設
計
を

依
頼
し
た
。「
ダ
ブ
ル
・
ア
レ
（double

allée

）」
と
呼
ば
れ
る
幅
三
六
間
の
歩
車
分
離
道
路
は
、
こ
の
時
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
現

在
銀
杏
並
木
と
な
っ
て
い
る
街
路
樹
に
は
、
前
川
が
提
案
し
た
ポ
プ
ラ
で
は
な
く
桜
と
紅
葉
が
植
え
ら
れ
た
。
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と
こ
ろ
で
、
北
海
道
帝
国
大
学
発
足
時
の
建
築
事
務

所
長
栗
山
俊
一
は
一
九
一
九
年
二
月
に
職
を
辞
し
、
代

わ
り
に
同
年
六
月
、
文
部
技
師
田
中
豊
太
郎
が
「
工
学

部
創
設
工
事
ノ
設
計
及
監
督
」
を
受
け
て
赴
任
し
た
。

田
中
は
二
三
年
十
二
月
竣
工
の
工
学
部
本
館（
通
称「
白

堊
館
」、p.a.072

〜074
）
の
設
計
者
と
言
わ
れ
て
お
り
、

「
貧
弱
な
る
創
立
費
予
算
を
以
っ
て
堂
々
た
る
本
館
を

建
築
し
、
十
一
年
十
一
月
の
開
院
ま
で
に
間
に
合
わ
し

た
る
は
田
中
技
師
の
手
腕
の
然
ら
し
む
る
所
で
あ
っ

た
」（
前
出
『
フ
ラ
テ
』）
と
い
う
文
面
か
ら
、
医
学
部

附
属
医
院
本
館
（p.a.062

）
の
設
計
も
行
な
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
栗
山
お
よ
び
田
中
が
所
長
を
務
め
た

時
代
に
は
、
浦
五
十
吉
、
田
中
與
作
、
松
田
熊
吉
、
佐

立
忠
雄
の
四
人
が
い
ず
れ
も
「
医
学
部
（
医
科
大
学
）

新
設
工
事
設
計
・
督
工
」
の
嘱
託
を
受
け
、
任
期
を
重

複
す
る
こ
と
な
く
着
任
し
て
い
る
。
任
用
期
間
か
ら
判

断
す
る
と
、
医
学
部
基
礎
科
各
教
室
の
実
施
設
計
お
よ

び
現
場
監
督
を
担
当
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
二
二
年
一
月
、
建
築
事
務
所
は
営
繕
課
へ
と
改

写真４－１ 工学部本館上棟式
（大星孝幸氏所蔵）
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組
す
る
。
田
中
は
時
を
同
じ
く
所
長
職
を
辞
し
た
た
め
、
二
三
年
五
月
に
文
部
技
師
岡
林
音
松
が
赴
任
す
る
ま
で
課
長
不
在
で
、
技
手

安
積
久
助
が
課
長
心
得
の
職
に
あ
っ
た
。
二
三
年
四
月
（
大
正
一
二
年
度
）
以
降
は
、
図
面
の
表
題
欄
に
「
課
長
・
主
査
・
設
計
・
浄

写
・
校
合
」
の
捺
印
欄
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
押
印
よ
り
、
設
計
担
当
者
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
木
造
時
代
の
設
計
欄
に
は
太
田
延
雄
、

舛
谷
乙
治
の
二
人
の
技
手
の
他
、
阿
部
千
代
吉
、
小
原
庄
六
、
槇
六
郎
、
清
波
正
の
四
人
の
雇
の
名
前
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

田
中
が
所
長
に
着
任
以
降
の
各
建
築
の
意
匠
は
、
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
基
調
と
す
る
。
一
九
二
一
年
九
月
三
十
日
竣
工
の
医
院
本
館
は
、

人
造
石
張
り
と
石
造
の
車
寄
せ
に
よ
り
外
観
を
石
造
風
に
見
せ
、
マ
ン
サ
ー
ド
（
腰
折
れ
寄
棟
）
屋
根
を
か
け
て
い
る
。
正
面
中
央
の

大
振
り
な
腰
折
れ
破
風
部
分
を
含
め
全
体
に
垂
直
性
が
強
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
二
三
年
十
二
月
六
日
竣
工
の
工
学
部
本
館
は
、
外
壁

を
一
面
に
白
色
の
タ
イ
ル
張
り
と
し
、
医
院
本
館
よ
り
更
に
幾
何
学
的
装
飾
と
垂
直
性
の
強
い
デ
ザ
イ
ン
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
附

属
医
院
の
各
病
棟
は
、
屋
根
に
は
石
綿
ス
レ
ー
ト
を
葺
き
、
フ
レ
ア
ー
ド
ル
ー
フ
（
軒
先
が
広
が
っ
た
屋
根
）
の
寄
棟
を
か
け
、
外
壁

は
人
造
石
仕
上
げ
で
あ
る
。
第
一
内
科
と
第
一
外
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
と
第
二
外
科
、
産
婦
人
科
と
皮
膚
泌
尿
器
科
が
そ
れ
ぞ
れ
同
一
の

意
匠
と
な
っ
て
い
る
（p.a.075

）。

第
二
節

キ
ャ
ン
パ
ス
ゴ
シ
ッ
ク
と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
イ
ル

―
―
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
へ
の
転
換
―
―

一
九
二
三
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
の
影
響
を
受
け
、
北
海
道
帝
国
大
学
に
お
い
て
も
漸
く
二
五
年
以
降
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
過
渡
的
な
も
の
が
、
医
院
事
務
所
（p.a.076

）
で
、
構
造
的
に
は
木
造
で
は
あ
る
が
、
正
面

中
央
車
寄
せ
部
分
に
巨
大
な
柱
型
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
然
と
し
た
塔
屋
を
た
て
る
。
同
様
の
デ
ザ
イ
ン
モ
チ
ー
フ
を

二
六
年
竣
工
の
農
学
部
実
験
室
（p.a.081

）
や
、
二
七
年
竣
工
の
医
学
部
薬
物
学
実
験
室
（p.a.079

）
お
よ
び
衛
生
学
教
室
に
み
る
こ
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と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
北
海
道
帝
国
大
学
で
は
初
期
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
り
、
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
垂
直
性
と
幾
何
学
模

様
を
継
承
し
た
過
渡
期
の
デ
ザ
イ
ン
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
。一

九
二
九
年
、
そ
の
後
の
北
海
道
大
学
の
施
設
の
方
向
性
を
決

定
付
け
る
二
つ
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
建
築
が
竣
工
す
る
。
一

つ
は
理
学
部
本
館
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
医
学
部
附
属
医
院
伝
染

病
室
で
あ
る
。

理
学
部
本
館
（p.a.086

）
は
、
一
九
二
七
年
十
一
月
に
工
事
開

始
、
二
九
年
十
一
月
に
竣
工
し
た
、
当
時
の
札
幌
で
も
数
少
な
い

大
型
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
建
築
で
あ
る
。
外
壁
を
ス
ク
ラ
ッ

チ
タ
イ
ル
や
テ
ラ
コ
ッ
タ
で
覆
い
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
部
分
の
ロ
ン
バ

ル
ド
帯
（
小
ア
ー
チ
列
）
や
バ
ッ
ト
レ
ス
に
代
表
さ
れ
る
ロ
マ
ネ

ス
ク
様
式
に
、
尖
頭
ア
ー
チ
や
リ
ブ
ヴ
ォ
ー
ル
ト
な
ど
ゴ
シ
ッ
ク

様
式
を
加
味
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
風
の
堂
々
た
る
外
観
を
呈
す

る
。階
段
室
最
上
部
の
ク
ロ
ス
ヴ
ォ
ー
ル
ト
天
井
は「
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
ド
ー
ム
」（p.a.084

）
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
。
設
計
管

理
を
担
っ
た
萩
原
惇
正
は
、
北
海
道
庁
土
木
部
建
築
課
勤
務
中
の

二
七
年
六
月
に
北
海
道
帝
国
大
学
よ
り
「
新
営
工
事
ニ
関
ス
ル
設

写真４－２ 理学部本館コンクリート打揚式
（大星孝幸氏所蔵）
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計
及
監
督
」
の
嘱
託
を
受
け
、
同
年
八
月
に
北
海
道
帝
国
大
学
技
師
、
九
月
に
営
繕
課
長
と
な
っ
た
。
請
負
は
大
正
初
期
の
営
繕
事
業

を
手
が
け
た
大
星
三
松
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
大
星
は
理
学
部
本
館
工
事
請
負
で
、
不
慣
れ
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
の
た
め
、
多
額

の
負
債
を
背
負
い
廃
業
し
た
と
さ
れ
て
き
た
（『
風
雪
の
百
年
』）。
し
か
し
、
大
星
は
二
七
年
に
既
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
精
神

科
病
棟
を
施
工
し
て
い
る
。
加
え
て
、
理
学
部
本
館
工
事
を
非
常
に
安
く
請
け
負
っ
た
こ
と
に
よ
り
実
際
に
赤
字
が
出
た
が
、
翌
年
の

理
学
部
附
属
屋
新
営
工
事
の
請
負
で
損
失
分
は
回
収
で
き
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
理
学
部
工
事
は
大
星
の
廃
業
の
原
因
で
は
な
い
。
実

は
、
大
星
は
息
子
の
病
死
に
よ
る
跡
継
ぎ
の
不
在
、
世
界
恐
慌
の
煽
り
な
ど
で
、
理
学
部
請
負
以
前
に
既
に
廃
業
を
考
え
て
い
た
と
い

う
。
大
星
の
請
負
業
と
し
て
の
成
長
は
北
大
関
連
の
工
事
請
負
に
重
な
る
。
工
学
部
本
館
、
医
学
部
附
属
医
院
の
病
棟
の
大
半
も
大
星

が
請
け
負
っ
た
。
総
長
佐
藤
昌
介
と
の
深
い
親
交
が
見
え
隠
れ
す
る
。
廃
業
を
決
め
て
い
た
大
星
で
あ
る
が
、
同
じ
く
勇
退
を
決
め
て

い
た
佐
藤
昌
介
に
理
学
部
建
設
を
請
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
理
学
部
本
館
と
い
う
大
輪
の
華
を
最
後
に
咲
か
せ
、
佐
藤
は
北
大
か
ら
、
大

星
は
請
負
業
界
か
ら
潔
く
身
を
引
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
の
伝
染
病
室
（p.a.087

）
は
、
当
時
の
世
界
的
な
近
代
建
築
の
規
範
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
イ
ル
を

採
用
し
て
い
る
。
平
滑
な
外
壁
、
装
飾
の
な
い
矩
形
の
窓
、
鉄
と
ガ
ラ
ス
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
で
き
た
四
角
い
箱
状
の
ス
タ
イ
ル
で
あ

る
。
病
棟
に
増
築
さ
れ
た
各
科
研
究
室
も
ま
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
近
代
的
外
観
を
持
つ
。「
各
科
に
火
災
で
焼
け
る
心
配
の
な

い
研
究
室
を
造
り
、
病
歴
、
文
献
、
標
本
其
他
を
火
災
か
ら
守
ろ
う
」
と
眼
科
学
の
越
智
貞
見
教
授
が
提
案
し
た
こ
と
に
よ
る
（『
医

学
部
五
十
年
史
』）。
外
壁
は
黄
褐
色
の
人
造
石
ま
た
は
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
で
、
病
棟
と
の
調
和
を
配
慮
し
て
い
る
。
病
棟
の
よ
う
に

厳
密
な
共
通
形
態
は
と
ら
な
い
が
、
軒
高
ほ
ぼ
三
〇
尺
の
二
階
建
て
に
ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス
を
突
き
出
し
た
外
観
は
類
似
す
る
。
窓
も
棟
毎

に
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
変
え
な
が
ら
も
、
丸
窓
を
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
デ
ザ
イ
ン
上
の
連
携
を
生
ん
で
い
る
。
設
計
は

図
面
捺
印
か
ら
技
手
太
田
延
雄
と
雇
木
崎
武
作
の
名
前
を
確
認
で
き
る
が
、
第
二
外
科
研
究
室
（p.a.091

）
と
耳
鼻
咽
喉
科
研
究
室
は

教
授
自
ら
に
よ
る
設
計
と
い
う
。
ま
た
、
一
九
三
一
年
竣
工
の
製
剤
室
（p.a.089
）
は
捺
印
に
よ
る
と
岡
田
の
設
計
で
あ
る
が
、
薬
局
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長
酒
井
隆
吉
が
設
計
に
大
き
く
関
与
し
た
。

こ
こ
ま
で
新
築
を
繰
り
返
し
て
き
た
営
繕
事
業
も
、
北
八
条
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転
か
ら
三
〇
年
が
経
過
し
、
初
期
の
木
造
校
舎
は

老
朽
化
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
三
三
年
、
ま
ず
農
学
部
本
館
の
改
築
工
事
が
始
ま
っ
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
四
階
建
て

地
階
付
き
、
さ
ら
に
中
央
に
高
層
塔
を
設
け
て
い
る
（p.a.098

）。
当
初
は
装
飾
的
な
塔
屋
が
予
定
さ
れ
て
い
た
（p.a.099

）。
設
計
は

理
学
部
本
館
と
同
じ
く
萩
原
惇
正
。
た
だ
し
、
図
面
捺
印
は
Ⅰ
・
Ⅱ
期
と
も
に
岡
田
鴻
記
で
あ
る
。
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
や
テ
ラ
コ
ッ

タ
装
飾
に
共
通
項
は
あ
る
が
、
正
面
中
央
大
時
計
周
辺
の
捻
り
柱
が
目
立
つ
程
度
で
、
華
美
な
装
飾
は
控
え
ら
れ
て
い
る
。
三
六
年
の

陸
軍
特
別
大
演
習
の
際
、
農
学
部
本
館
が
大
本
営
お
よ
び
行
在
所
に
あ
て
ら
れ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
同
年
八
月
の

第
二
期
工
事
完
了
後
に
予
定
さ
れ
て
い
た
増
築
工
事
は
財
政
難
の
た
め
中
止
さ
れ
た
。

一
九
三
五
年
か
ら
三
七
年
に
か
け
て
予
科
教
室
（p.a.097

）
も
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
へ
と
建
て
替
え
ら
れ
た
。
設
計
は
萩
原
の
後

任
と
し
て
三
四
年
五
月
に
営
繕
課
長
に
赴
任
し
た
落
藤
藤
吉
。
た
だ
し
、
設
計
欄
の
捺
印
は
Ⅰ
期
が
佐
々
木
浩
志
、
Ⅱ
期
が
宮
野
直
矢

で
あ
る
。
外
壁
を
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
で
覆
っ
て
い
る
が
、
農
学
部
本
館
よ
り
さ
ら
に
装
飾
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
。

第
三
節

戦
中
・
戦
後
の
キ
ャ
ン
パ
ス

戦
時
体
制
へ
の
突
入
と
い
う
社
会
背
景
が
校
舎
の
建
築
デ
ザ
イ
ン
に
も
影
響
を
見
せ
始
め
る
。
こ
の
傾
向
は
、
予
科
教
室
の
デ
ザ
イ

ン
に
す
で
に
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
な
か
で
も
一
九
三
五
年
十
月
竣
工
の
常
時
低
温
研
究
室
（p.a.103

）、
三
七
年
十
二
月

竣
工
の
金
属
化
学
研
究
室
、
三
九
年
十
月
竣
工
の
山
下
生
化
学
研
究
室
（p.a.104

）
の
三
棟
は
、
ほ
と
ん
ど
装
飾
性
の
な
い
簡
素
な
外

観
と
な
っ
て
い
る
。
四
一
年
十
月
竣
工
の
低
温
科
学
研
究
所
（p.a.105

）
で
は
例
外
的
に
、
農
学
部
本
館
と
類
似
し
た
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ

イ
ル
お
よ
び
テ
ラ
コ
ッ
タ
の
捻
り
柱
装
飾
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
理
学
部
本
館
に
対
面
す
る
立
地
条
件
か
ら
、
よ
り
年
代
の
近
い
農
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学
部
本
館
の
デ
ザ
イ
ン
モ
テ
ィ
ー
フ
を
借
り
受
け
、
対
峙
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

戦
争
は
建
築
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、
キ
ャ
ン
パ
ス
自
体
に
も
影
響
を
与
え
た
。
強
力
な
統
制
の
下
、
主
食
の
配
給
も
激
減
し
、
一

九
四
一
年
頃
よ
り
構
内
の
空
地
に
点
々
と
野
菜
の
栽
培
が
始
め
ら
れ
、
こ
れ
が
次
第
に
増
加
し
、
戦
争
末
期
の
四
四
年
八
月
十
七
日
時

点
で
、
大
学
構
内
お
よ
び
植
物
園
で
合
計
一
〇
町
四
反
六
畝
（
約
一
〇
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
耕
作
地
が
あ
っ
た
（p.a.106

）。
こ
の

時
耕
地
化
さ
れ
て
い
な
い
空
地
に
は
防
空
壕
が
設
け
ら
れ
て
い
た
（p.a.110

）。
四
五
年
に
入
る
と
、
札
幌
で
も
空
襲
警
報
が
出
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
延
焼
防
止
対
策
の
一
環
で
、
工
学
部
で
は
校
舎
北
側
の
芝
生
を
剥
ぎ
取
り
、
実
験
室
屋
上
に
敷
き
詰
め
る
偽
装
工
作

を
行
い
、
医
学
部
で
は
渡
り
廊
下
を
取
り
外
し
、
建
物
を
迷
彩
塗
装
し
た
。
終
戦
を
迎
え
て
も
食
糧
事
情
は
悪
化
す
る
一
方
で
、
構
内

の
耕
作
地
は
さ
ら
に
増
加
し
、
四
六
年
に
は
約
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
ま
で
増
加
し
た
。

終
戦
か
ら
二
年
後
の
一
九
四
七
年
、
北
海
道
帝
国
大
学
は
北
海
道
大
学
と
改
称
さ
れ
、
同
時
に
法
文
学
部
が
設
置
さ
れ
た
。
文
系
学

部
は
五
三
年
ま
で
に
現
在
と
同
じ
法
・
文
・
教
育
・
経
済
の
四
学
部
と
な
る
が
、
校
舎
が
新
築
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
旧
予
科
建
物
を

利
用
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
予
科
に
か
わ
っ
て
で
き
た
教
養
部
も
ま
た
、
新
制
大
学
移
行
に
伴
い
廃
止
さ
れ
た
専
門
部
校
舎
、
あ
る
い

は
農
学
部
改
築
工
事
の
再
開
に
よ
り
空
家
と
な
っ
た
旧
農
学
部
の
木
造
校
舎
を
利
用
し
た
た
め
、
講
義
の
分
割
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
戦
後
ま
も
な
く
新
設
さ
れ
た
学
部
・
学
科
の
う
ち
新
規
に
校
舎
建
築
が
な
さ
れ
た
の
は
工
学
部
建
築
工
学
科
な
ど
一
部
に
限
ら
れ

た
。
通
称
「
建
築
棟
」
と
呼
ば
れ
る
工
学
部
建
築
工
学
科
棟
は
同
学
科
建
築
学
第
五
講
座
助
教
授
木
村
徳
國
の
設
計
に
よ
り
、
一
九
五

六
年
五
月
に
竣
工
し
た
。
学
内
で
初
の
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
式
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
で
あ
っ
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
で
、
施
設
の
老
朽
化
、
あ
る
い
は
狭
隘
に
よ
る
更
新
・
増
築
が
さ
け
ば
れ
る
中
、
一
九
五
四
年
以
降
、
工
学
部
建

築
工
学
科
建
築
学
第
四
講
座
助
教
授
太
田
實
の
設
計
に
よ
り
、
医
学
部
附
属
病
院
（
四
九
年
に
附
属
医
院
か
ら
改
称
）
の
更
新
が
始
ま

る
。
数
十
年
先
を
見
据
え
、「
永
久
的
」
を
目
指
し
て
建
築
さ
れ
た
は
ず
の
「
最
新
鋭
」
の
病
院
施
設
は
、
老
朽
化
の
名
の
も
と
に
、

建
築
後
わ
ず
か
四
〇
年
に
も
満
た
ず
、
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
姿
を
消
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
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